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はじ立刈こ

京都市立洛陽 ・伏見の両工業高校では,平 成 16年 12月 に設置され 「生徒の将来にとっ

て何が必要か」の観点から一切を聖域化することなく検討を行った,「京都市立高校におけ

る今後の工業教育のあり方に関する検討プロジェク ト」における 『まとめ』(平成 17年 3

月)を 踏まえ,平 成 19年度から生徒 ・保護者 ・産業界の期待を受けて改革に取 り組んでき

た。

『まとめ』では,「ものづ くり」を通 した豊かな人間教育の実践をめざすとともに,社 会

貢献への意識啓発を行い,産 学 ・地域 とのパー トナーシップに基づ く人材育成を目指 して

いくことが求められた。さらに,5年 後を目途に改革の総括を行い,市 立工業高校の更な

る発展のための方向性を示すこともあわせて要望されていた。

本プロジェク トは,こ うした平成 16年度の 『まとめ』を踏まえ,産 業 ・経済の構造的変

化や雇用の多様化等が進む中,洛 陽工業 ・伏見工業両校の改革 1期 生の卒業を機に,① 今

次の工業改革の成果と課題を総括 し, 2・ 3期 生,そ して将来の工業高校を目指す生徒た

ちのために,改 革における取組の総括について速やかにフィー ドバックを図りつつ,② 工

業高校の果たす役割や責務などについて検討することを目的に,平 成 21年 11月 に設置さ

れ,以 降,6回 の検討会議,学 校視察,両 校校長や教員との意見交換を行うなど,様 々な

観点から協議を重ねてきた。

平成 19年度からの市立工業高校改革 (以下 「今次改革」)に おいて,洛 陽工業は卒業後

に生産現場の第
一線で活躍できる専門的な知識 ・技術を徹底 して身に付けさせるという理

念のもとで,専 門教育の充実を図り,伏 見工業は専門教育の充実をはじめ,産 学 ・地域連

携の推進,大 学教育への接続を目指すコースの設置,デ ュアルシステムの導入など,工 業

高校としての新 しい可能性に挑戦するといった,両 校それぞれが特色のある取組を進めて

きたところである。

洛陽工業では,い わゆる 「洛陽ブランド」という言葉に象徴されるように,生 徒一人一

人に寄 り添った進路指導から,「安定をした就職ができる学校」と評価されている。一方,

各種コンテス トでは,太 陽エネルギーの利用を通 して日頃培った技術を競い合う 「全国ソ

ーラーラジヨンカーコンテス トin白山」において,2年 連続優勝の快挙を果たしたり,「ロ

ボカップジュニア ・ジャパンオープン ・サッカーチャレンジ」においても優秀な成績を修

めたりするなど,「ものづ くり」を通 して生徒の専門性の向上を図っている。

伏見工業では,改 革を担う学校組織が有効に機能 し, インターンシップ,企 業実習,地



域や大学との連携など 「外部の教育力」の活用に加え,広 報活動が充実するなど,学 校の

認知度が向上 してきている。専門企業の技術者や大学生が参加する 「地理空間情報フォー

ラム 2009」の測量コンテス トにおいて,高 校生 として見事,初 出場で初優勝するとともに,

「グローバル ・エンタープライズ ・チャレンジ 2009」において国内大会優勝を果た し,日

本代表 として国際大会に出場するなど,生 徒たちの人間力の育成 という面でも大きな成果

を挙げている。

こうした中,改革 1期生を送 り出そうとした矢先,百年に一度 と呼ばれる不況に直面 し,

急激に雇用情勢が悪化するという事態に陥ったが,両 校 とも8年 連続で学校あっせん就職

内定率 100%を 達成 したことは,今 次改革ときめ細かい進路指導の成果とも言える。両校

の教職員の尽力に対 して心から敬意を表 したい。

本プロジェク トとしては,今 後も産業社会の急激な変化は避けられないという認識のも

と,両 校がこの 「まとめ」を受けて,そ れぞれの実態を踏まえつつ,改 革のよリー層の推

進を図るための具体的な行動計画を立てて,一 歩ずつ着実に計画を実行することで,我 が

国の 「ものづ くり」の発展に貢献できる工業高校づくりに邁進 していただ くことを願 って

止まない。

平成 22年 7月 20日

京都市立工業高校のあり方に関する検討プロジェク ト

座長  高 倉 章 雄



1 今 次の市立工業高校改革の総括

今次改革では 「ものづ くり」を通 した豊かな人間教育の実践を目指 し,洛 陽 ・伏見工

業とも,全 国制では従来の小学科ごとの募集や系統による括 り募集を改めて一括募集を

行い,1年 次 1年 間の共通履修期間で工業に関する基本的な知識や技術を習得させ,2

年次より生徒の適性や進路希望に応 じた専攻コースを選択するシステムを導入 したほか,

「課題解決能力」,「キャリア形成能力」を育成するためのコア科 目を設置 した。

こうした改革を通 じて,未 曾有の経済不況により,企 業の雇用情勢が悪化 したにも関

わらず,求 人 ・ニーズの的確な分析をもとに,企 業への求人開拓やきめ細かい進路指導

を行い,両校 ともに学校あっせんによる就職内定率が8年 連続 100%を 達成するという素

靖らしい成果をあげた。

本章において,両 校の校長,教 員の意見も踏まえながら,前 回 「まとめ」で求められ

た6点 の改革に関するそれぞれの取組の成果と課題について検証を行い,成 果が見られ

る取組は更なる発展に向けての,見 直 しが必要な取組は改善の方向性を明らかに してい

る。

今後,両 校におかれてはこの 「まとめ」を参考にしながら,成 果が見られる取組はさ

らに充実させるとともに,課 題が残る取組については,具 体的な改善計画を立てて早急

に改善に取 り組むなど,総 括を速やかにフィー ドバックしていっていただきたい。

(1)洛 陽 ・伏見工業における改革の成果と課題

① 「ものづくり」を通 した豊かな人間教育の実践 (将来設計 ・計画実行能力,自 己の生き

方を主体的に選択する能力,課 題解決能力の育成,勤 労観 ・職業観の醸成,社 会貢献ヘ

の意識啓発など)

得てして教育の営みは 「教える」側面が注 目されがちであるが,そ れと同時に 「人と

して育む」 ことが大変であることは言うまでもない。とりわけ,社 会における自己の将

来像を具体的に意識する年代である高校生に対 しては,「考えさせる」ことを通 した社会

人としての基礎 ・基本の 「育ち」がより重要となってくる。

今次改革において,「豊かな人間教育の実践」が課題の冒頭に位置づけられていること

は,決 して偶然ではなく,平 成 16年度 『まとめ』の問題意識の的確性と高さを示 してい

る。

本プロジェク トの総括については,次 に述べる通 りであるが,両 校への視察や校長 ・

‐
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教職員との意見交換,ま た,本 プロジェク トでの協議を通 して,コ ミュニュケーション

能力やプ レゼンテーション能力,課 題発見能力や他者と協働する姿勢などに加え,生 徒

たちの礼儀正 しさと 「もてなし」の姿勢などを見聞できたことは,日 本の将来に対する

希望 と期待を私たちに与える体験であったことを申し添えておきたい。

【洛陽工業の取組状況】

自己理解や自己発見をしながら,勤 労観 ・職業観を育成するためにキャリア意識形成

を図ることを目標としたコア科 目 「キャリア基礎」や,自 らのあり方 ・生き方について

考える力を養い,社 会人として必要な能力と態度を育てるとともに,進 路実現に向けた

取組や卒業後の生徒 自身のキャリアプランを構築できる能力の育成を目標 としたコア

科 目 「キャリア形成」が新たに設置された。

厳 しい経済不況による就職戦線においても,「キャリア基礎」,「キャリア形成」とい

うコア科 目の授業と,イ ンターンシップ,「進路学習の日」を関連させた事前 ・事後指

導を実施することで,勤 労観 ・職業観の育成をよリー層進めることができ,大 手企業を

中心に就職内定結果をしっかりと残 しており,こ の改革が示 した目標が結果につながっ

てきている。

また,探 究活動を行い,将 来にわたり主体的に学び続ける力の育成を目標としたコア

科 目 「創造基礎」は,環 境をテーマに設定 し,環 境保全に対する意識の啓発も狙いとし

て設置された。

この 「創造基礎」でプレゼンテーションの基礎を学び,2,3年 次でプ レゼンテーシ

ョン能力の向上に努めた結果,例 えば・社団法人京都青年会議所主催の 「低炭素社会の

実現に向けた環境イベント」における,企 業と連携 した 「風力発電 ・太陽光発電システ

ム」の共同研究に関する環境プレゼンテーションの実施や,堀 川高校で行われた 「京都

小 ・中 ・高等学校研究発表会」のポスターセッションヘの参加などで,小 ・中学生や保

護者から好評を得るなど外部からの評価が高まるとともに,生 徒 自身の意識向上にも繋

がっている。

ただ し,プ レゼンテーションの取組などは,一 部の教員だけが積極的に実施 している

状況も見受けられ,学 校全体で取 り組める体制となっていない状況が大変残念である。

また,生 徒に対する意識付けも十分でない面があり,今 後,教 員のさらなる意識改革が

不可欠である。
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【伏見工業の取組状況】

課題解決能力の育成を図るために導入 したコア科 目 「創造研求」では,生 徒たち自身

が課題発見から解決まで一連のプロセスを体験することで,生 徒発表会が充実するなど,

生徒たちの相互研鑽が一層進み,プ レゼンテーション能力の向上がうかがえる。

その結果,例 えば 「グローバル ・エンタープライズ ・チャレンジ 2009」において,国

内大会で優勝するというような成果も見られるようになってきている。

また,2年 次からの専攻 コースを決定するために重要な役割を担 う専門科 目 「工業技

術基礎」では,工 業科 と普通科教員の連携のもと,様 々な分野の基礎を幅広 く学習 し,

専門分野の基本的な知識と技術の習得を図っている。

また,「働 くことの意義」や 「職業人としての意識 ・生き方」を身につけさせ, 自らの

将来設計ができるキャリア形成能力や公共心を育成するコア科 目 「キャリア研求」につ

いては,カ リキュラムや評価基準等を教員間で共有することができるようになり,さ ら

には社会人講師や大学教員を招 く機会の充実を図ることができた。

しかしながら,安易な専攻コースの選択など2年次への接続面で課題が見られるため,

企画広報部 と学年団の連携,ホ ームルーム活動 ,他科 目との関連を明確にし,改 善を重

ねる必要がある。

あわせて,生 徒たちに自己実現に向けて努力する姿勢が身に付きつつある中,進 学 ・

就職の両面で有効な資格取得や外部連携による特色ある取組について,よ リー層の推進

を図っていただきたい。

勤労観 ・職業観の育成の中核的な取組の一つである 「インターンシップ」については,

経済不況の影響によって,建 設業 ・製造業での受入状況が厳 しくなってきているが,教

員間で日頃の授業における事前 ・事後指導の共有化を図ることで, これまで以上に充実

した取組へと発展 しつつある。

② 産学 ・地域とのパー トナーシップに基づく人材育成

【洛陽工業の取組状況】

独立行政法人科学技術振興機構 (JST)のサイエンス・パートナーシップ ・プロジェ

クト (SPP)事業のもと,企 業と連携し,太 陽光発電及び風力発電を用いたクリーンエ

ネルギー発電に関する研究や,エ ネルギー環境教育情報センターの 「エネルギー教育実

践校」の指定を受けて,電 気技術を通した環境問題の解決,エ ネルギーの発電と有効利
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用に関する研究開発などを実施 してきている。               '

また,産 学公連携で次世代の育成に取 り組む 「京都 21世 紀教育創造フォーラム」に

おいて,電 子コースが研究開発し,実 際に製作 した二足歩行ロボット 『Theア ルミー』

のデモンス トレーションや,中学生を対象とする「京都 こどもモノづ くり事業」として,

ソーラーカー製作,サ ッカーロボット製作などを企画 し,洛 陽工業の取組を積極的に情

報発信 している。

こうした取組を通 して,生 徒の興味 ・関心や意欲を向上させるとともに,実 験,実 習

等を活用 した問題解決型の学習活動を展開 し,知 的探究心を育成 してきたが,こ のよう

な取組を進めることの重要性について教員間の認識に大きな差が見られ,学 校全体 とし

ての取組になっていないことが大きな課題である。

【伏見工業の取組状況】

「ふか くさ自然環境再生ネットワーク」による大岩山展望デッキ,道 標の製作, 自然

観察池 「ビオ トープ」の整備など,自 然エネルギーと地域環境に関する調査 ・研究の実

施や,地 域連携のもと防災 ・景観 ・交通に関する 「まちづくり学習事業」を通 して,安

全 ,安心 ・快適,そ して景観に優れ自然と調和 した心豊かに暮 らせる都市を実現する取

組,さ らに,和 凧製作,木 材を使 ったコースター・ラグビーロボット,橋 梁模型の製作

など,小 ・中学生を対象とする 「京都こどもモノづ くり事業」の実施など,外 部との連

携,外 部の教育力の活用によって生徒たちの社会貢献意識の向上を図ってきた。

また,財 団法人大学 コンソーシアム京都の実践共同教育プログラムとして,「環境や

人々の生活 と自然エネルギーの活用」を研究テーマに立命館大学等と高大連携事業の実

施や,独 立行政法人科学技術振興機構 (JST)の サイエンス ・パー トナーシップ ・プロ

ジェク ト (SPP)事 業による立命館大学,関 西大学との連携を通 じた都市情報システム

の体験的な探究学習事業,地 元中学校との連携による橋の構造を学ぶための橋梁模型製

作などを継続的に実施 してきている。

こうした取組に対 して,意 欲の高い生徒が多数参加することで,連 携先の大学からも

高い評価をいただくとともに,生 徒の学習意欲の向上と進路決定の判断材料の蓄積,専

門性の深化を図ることができていると考えられる。

さらに,教 員もこのような特色ある取組を通 して,大 学での新 しい研究開発等に触れ

て刺激を受け, 日頃の授業ヘフィー ドバックする動きが見 られる。結果として,中 学生

に対 しても工業高校の取組を PRす る機会を得ることもできるなど,ま さに好循環が生
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まれつつあると言える。

一方,工 業高校 と連携する大学が少ないこともあり,大 学での講義内容が高度であっ

たり,作 業進度が早かったり,研 究計画が数年にわたる事業については,当 該学年だけ

では取組の最終結果を得ることなく,次 の学年に引き継がれてしまうため達成感が得 ら

れないことがあるなど,改 善を図っていく必要がある課題もある。

③ 学校組織の改革 (細分化された学科の抜本的な見直 しなど)

【洛陽工業の取組状況】

今次改革にあたって 「新学科推進室」を設置 し,コ ア科 目 「キャリア基礎」,「キャリ

ア形成」,「創造基礎」の教員間の共有化を図るとともに,そ れに関連するインターンシ

ップの充実や新たな企業との連携事業を新規開拓する等,「外部の教育力」の活用が少 し

ずつではあるが進んできた。また,工 業科教員と普通科教員とのチームミーティングな

どの枠組みも生み出し,従 来の小学科ごとの取組を学校全体の取組へと広げ,学 校全体

として組織的に授業展開を実施する姿勢も見られるようになった。

さらに,選 抜方法の見直 しに取 り組み,推 薦入試の改革を行ったことで,教 員間で活

発な議論が行われ,洛 陽工業として 「求める生徒像」をこれまで以上に明確にし,共 有

することができたと考えられる。

しかしながら,改 革以前と同様,校 内分掌や各種委員会等が多数存在する中,何 事に

も行動までに膨大な時間や議論を要する点,責 任の所在が不明確 となる点など,旧 態依

然とした学校組織 ・運営体制が現存 しており,早 急に改善が必要である。

こうした課題を克服するため,平 成 22年 度より校内組織の抜本的な見直 しを行い,

各分掌の精選を断行するとともに,新 たに 「人間環境部」や 「情報 ・広報部」を設置す

るなど,校 内組織の改革が進められているが,今 後とも,改 革に伴う試行錯誤の中,そ

れぞれの教職員が改革に対する当事者意識を高め,校 内で各 自が果たすべき役割を明確

にし,そ の役割を果たしていくことが必要である。

【伏見工業の取組状況】

コア科目の教材開発,生 徒発表会等の運営,中 学校への広報活動等にあたる 「企画広

報部」を新設し,中 学校向け学校説明会や 「京都こどもモノづくり事業」等の行事につ
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いて学校全体で取 り組める組織体制を構築 した。

この組織は,未 だ試行錯誤を重ねていることもあるが,と もすれば特定の教員がそれ

ぞれ取 り組んできた事業等を一括 して取 りまとめるなど,新 学科に関する様々な取組の

企画 ・運営等を担う中核的組織として機能 しており, これまでコースや教科,大 学関係

者などにも改革の牽引的役割を果たす組織として対外的に認知 されは じめており,今 後

の更なる活用に大きな期待が寄せ られるところである。

また,同 校が工業高校の新たな可能性に挑戦するために導入 した 「キャリア実践 コー

ス (昼間定時制)」におけるデュアルシステム,各 専攻 コースのインターンシップなど,

企業と学校 との連携を強化する 「産学連携部」を新設 し,イ ンターンシップや 2ヶ 月に

わたる長期企業実習の受入企業の開拓に奔走 してきている。今後とも長引 く経済不況の

影響で企業開拓が困難な状況であるが,生 徒たちの教育内容の充実のため引き続き尽力

をお願い したい。

さらに,分掌についても新学科の趣旨を実現するために,抜本的見直 しを行 っている。

とりわけ,専 任の学年主任の設置や副担任制を導入 したことによって,学 年単位の教員

間の連携が強化されるとともに,き め細かい指導体制を構築することができてきた。

しか し現在,専 攻 コース間での取組の度合いに差が生 じているという状況が見受けら

れ,各 取組にいかに多 くの教員が参画 していくかという課題について,今 後 も企画広報

部を中心に教員間の緊密な連携を図る一方で,そ れぞれの教員の役割をこれまで以上に

明確にして,さ らに取組を進めていただきたい。

④ ―括募集 (1学 科で募集,1年 次共通履修,2年 次より専攻コースを選択するシステム)

今次改革では,両 校とも1年次に共通履修,2年 次から専攻コースを選択するシステ

ムを導入し, これに伴って入学者募集方法も洛陽工業は 「系統」募集から,伏 見工業は

「小学科」募集から, ともに1学科で募集する 「一括募集」に改めたところである。

このことにより,両 校では,従 来と比較して各専攻コースに関する専門的な技術 ・知

識を習得する校内での学習時間が減少し,生 徒たちの専門性の低下を懸念する声が聞か

れるのも事実である。

しかしながら, こうしたシステムの抜本的改革と,先 述の 『① 「ものづくり」を通し

た豊かな人間教育の実践』,「②産学・地域とのパートナーシップに基づく人材育成」,「③

学校組織の改革」における取組とが相まって,後 述の 「産業界が工業高校に求める人材
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育成のあり方 (Pll参照)」に大きく寄与するものであると考えられる。この意味からも

両校におかれては,今 次改革の方向性に自信を持って引き続き取 り組んでいただきたい。

【洛陽工業の取組状況】

従来は 「系統による募集」を実施 していたが,定 員割れの可能性も心配された小学科

を精選 したうえで,1学 科 ,一括募集としたシステムは,入 学 してきた生徒に対 して,

様 々な工業分野の学習 ・体験をさせることができ,よ り幅広い工業分野の基礎に対 して

理解を深めさせることができている。

また,適 性 ・進路希望に対応 した専攻 コース (電気,電 子,機 械)と ,そ れ らを横断

する専攻 コース (京都ものづくリコース)を 選択させるにあたり,3度 の生徒希望調査,

2度 の保護者説明会,担 任面談を実施するなど,生 徒たちの興味 ・関心を明確化 したう

えで,生 徒 自身にあり方 ・生き方を考えさせる絶好の機会が生み出されており,最 終的

には卒業後の生徒の適性や進路希望に対応 した進路実現を図っている。

【伏見工業の取組状況】

1年 間の共通履修期間を設置 したことで,学 科間の壁が低 くなり,学 年団として教員

間の意思疎通が図れるようになるとともに,各 種行事を通 じた生徒の専門に対する意識

向上やクラス間の連携が一
層進み,生 徒たちが積極的に切磋琢磨する環境ができつつあ

る。

具体的には,1年 次前期では工業の各分野の基礎 ・基本の幅広い学習,後 期からは 「ま

ちづくり」「ものづくり」に分かれての学習を実施 し,さ らには, 2年 次からの専攻 コー

ス選択に向けた4度 の生徒希望調査や 2度 の保護者説明会を通 じて,生 徒の適性や進路

希望,興 味 ・関心に応 じたコース選択を促進,改 革前に存在 した専攻コースのミスマッ

チ解消を進めている。

ただ,専 攻 コースを安易に選択する生徒も少数であるが未だ存在 しており,生 徒希望

調査・保護者説明会などと関連させてコア科目 「キャリア研求」の改善 ・充実を図って

いくことが必要である。

⑤ 伏見工業 「システムエ学科 ・キャリア実践コース (昼問定時制)」

1期生については,長 期企業実習先へ就職した生徒,企 業実習を通じて資格取得の大

切さを学び資格取得に努力する生徒,希 望業種の実態を早く理解して違う分野にチャレ
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ンジし自らの進路を切 り拓いた生徒など,一 人一人についてデュアルシステムが多様な

教育効果をもたらした。 しか し,同 時に中途退学や原級留置の生徒が多 く,卒 業 した生

徒数は入学時のほぼ半分という事実は重 く受け止めたうえで総括 し,2期 生以降につい

ても教育効果の検証を継続 していただきたい。

今後は,学 校での事前 ・事後指導の一層の充実とともに,多 くの企業での実習プログ

ラムの充実が求められるが,例 えば,受 入企業側に長期企業実習プログラムの内容をゆ

だねるのではなく,日 標やねらい,生 徒の季U達点などを学校 と企業で共有するなど,一

定のマニュアル化を図りながら,生 徒の適性を見据えたマッチングと生徒の意欲を高め

るなど,事 前 ・事後指導と連動させて体系化することが必要と考えられる。

なお, このコースは企業での実習が大きなウエイ トを占めているが,昨 今の経済不況

のもとで企業への生徒受け入れが困難になりつつあり,こ れまで以上に企業開拓に尽力

いただきたい。その際には例えば,高 校生の受入れによって,社 員 自身の成長や社員間

コミュニケーションの活性化などの効果も期待できるなど,受 入企業側のメリットにつ

いてもあわせて丁寧に説明することが効果的である。

また, コース内容を正 しく理解 しないまま入学 して くる生徒が多いという実態を改善

するためには, 1期 生の成功事例やデュアルシステムの優れた点を, これまで以上に中

学校に対 して丁寧に情報発信するとともに,中 学校においても,昼 間定時制は全 日制と

同じ時間帯に学校生活を送る点や,工 業高校ならではの企業での実習が多い点,そ れに

伴う基本的な生活習慣やマナー等が必須であることを踏まえた進路指導の改善 ・充実を

お願い したい。

⑥ 伏見工業 「システムエ学科 ・工学探究コース」

中学生や高校生のニーズに応えるため,ま た我′が国の 「ものづくり」の発展に貢献し

ていくためには,工 業高校の専門教育を礎に,大 学でのより高度な専門教育を受けて,

大学や研究機関,企 業での研究開発,経 営分野等へ進む道も切り開けるシステムは大切

であり,今 後の工業高校のあり方を展望するうえで重要な意味を有する。

中学生や保護者の間では 「工業高校は卒業すればほとんどの生徒が就職する」,「工業

高校から大学進学はできない」という概念が一定定着している中,普 通科高校と同様,

工業高校での専門教育を学び,大 学へ進学したいという生徒のニーズに最大限応え,生

徒たちの進路実現を図らなければ,こ うした概念の払拭は困難である。
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こうした状況のもと,今 次改革において新たに設置 した大学教育への接続を図る 「工

学探究 コースJの ,改 革 1期 生の進学結果については,京 都教育大学や滋賀県立大学な

ど国公立大学 5名 を合む 23名 が4年 制大学へ進学するなど大きな成果を挙げたところ

であるが,今 後の伏見工業にとって重要な役割を担うコースであり,今 後一層の充実が

求められる。

引き続 き改革 1期生の結果分析を行いながら,推薦入試制度や AO入試制度の活用 とあ

わせ,卒 業時に専門科 目 25単 位以上の取得が求められる専門高校の教育課程において,

普通科 目の履修単位が少ない点をいかにカバー していくかなど,大 学入試センター試験

や一
般入試への対応策の改善を図り,2期 生以降のきめ細かい進路指導の充実を図るこ

とが必要である。

(2)両 校が改善すべき総括的な課題

①洛陽工業高校

洛陽工業においては,「安定 した就職ができる学校J,「高い就職実績を誇る学校」と高

く評価される一方,そ れ以外の魅力の発信が極めて不足 していることについて,教 員の

意識が希薄な面が見られる。そのため,生 徒募集の充実を図る, 日頃より学校の就職実

績以外の魅力を対外的にアピールするなど,教 員が学校の魅力の再発掘について考え,

アピールカの重要性を再認識することが不可欠である。

また同時に,大 学進学を積極的に保障するための組織的体制が弱 く,教 員 自身の大学

進学に対する意識の低さがうかがえる。その結果,定 評のある就職指導に比べて進学指

導に大きな不安があり,今 後,い ち早 く改善を図らなければ,大 学進学を志す中学生や

高校生のニーズに応えていくことは困難と言える。今一度,高 等学校は中学生に 「選ば

れる立場」にあるとの認識をすることが不可欠である。

さらに先述のとおり,コ ンテス トなどで全国制覇の実績等もある一方,学 校全体 とし

て 「外部の教育力」の活用が進んでいない状況が見られ,生 徒たちはもとより,教 員の

視野の拡大,意 識改革のためにも是非とも活用を進めてもらいたい。

②伏見工業高校

伏見工業においては,各 専攻コースが倉J意工夫をこらした取組を展開しているが,改
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革に関する意識,取 組が全教員で共有できているかの再点検を行うとともに,注 目を集

める地域 ,産 学連携の取組が実践されているが,一 過性の取組にならないよう校内体制

の確立を図っていかなければならない。

さらに,今 次改革に伴って,単 位制に改編 した 「工業技術科 (夜間定時制)」について

は,平 成 22年 度に改革 1期 生が卒業するため,現 段階で結論を出すことはできないが,

コア科 目を核 とした 「ものづ くり」を通 した豊かな人間教育の実践,各 種委員会の新設

など学校組織の改革,就 職 ・進学の進路保障なども含めて,継 続 して成果と課題を分析

してもらいたい。

③洛陽,伏 見工業に共通

工業高校における専門教育を求めて入学する生徒,高 校卒業後に就職を強 く希望する

生徒たちは, 日頃の教育活動や就職活動にも熱心に取 り組む反面,そ うした生徒 と比較

して普通科高校を希望 しながら入学 した一部の生徒については,工 業専門教育の前提と

なる基礎学力の不足,学 習意欲や進路実現に対するモチベーションの低さなどが見 られ

るため,学 習面や進路指導面でのきめ細かい指導を積み重ねる必要がある。

すでに,入 学当初の中学校の復習を通 し,学 習方法の取得や基礎学力の向上を図って

いるが,学 習意欲が著 しく低い生徒への指導,家 庭学習の定着に課題があり,引 き続き

改善を重ねていただきたい。

また,生 徒 ,保護者のニーズ,工 業高校生の意識の変化や進路の多様化が進んでいる

現状,経 済のグローバル化や産業技術の進化,情 報化 ・国際化に伴う産業社会の変化,

就業構造の変化により,産 業界が工業高校に対する期待や工業高校の生徒に求める資

質 ・能力は変化 し続けるということを再確認 し, これまで以上に生徒たちに対 して 「も

のづ くり」を通 した豊かな人間教育の実践とともに,明 確な目的意識をもたせた進路指

導,教 職員の意識改革,校 内組織の改革などを推進 してい くことが必要である。
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2 市 立工業高校に求められる役書」

現在,普 通科はもとより,「探究学科群」,「エンタープライジング科」をはじめ多彩

な専門学科を設置する市立高校 9校 においては,各校の歴史と伝統,教育理念のもと,

我が国の将来を担う有為な人材を育成 している。

具体的には,工 業分野の知識 ・技術を学び生産現場の第一
線で活躍する人材はもと

より,音 楽や美術工芸分野で活躍する芸術家,大 学での専門教育を受けた後に企業就

職 し,幅 広い分野で活躍する者,大 学や研究機関,企 業での研究開発に携わる研究者,

「学ぶこと」の大切さ ・面白さを次世代に伝えていく教員など,様 々な観点から社会

の発展に寄与する人材育成に取 り組んでいるところである。

今 日,経 済のグローバル化,技 術革新の進展など大きな環境変化の中,今 後の 「も

のづ くり」を支えるためには,就 職 した企業等で実践的技術力を磨 く, また大学等で

より高度な専門教育を学ぶことがより重要となっている。

こうした中で,我 が国の 「ものづ くり」に貢献するという観点で市立工業高校の役

割を考えた場合,工業高校は,その上台となる基礎的な技術や知識の習得はもとより,

様々な大学・企業等との連携を通 して,技 術革新,産 業技術の最前線を体感できる絶

好の学びの場であり,今 後の我が国の 「ものづ くり」の発展の鍵を握 っていると言っ

ても過言ではない。また,若 者の製造業や建設業等の 「ものづ くり」離れや理科離れ

が進み,保 護者,中 学生のいわゆる 「高学歴志向」や 「普通科志向」が指摘されてい

るが,そ うした中においてこそ,工業高校は工業専門教育と豊かな人間教育を通 して,

企業の生産現場の第一線で活躍できる人材の育成と同時に 「ものづくり」を担う企業

の7‐‐営に携わる人材,「ものづくり」の発展に寄与するための研究開発に取 り組む人材・

「ものづ くり」の技術やその大切さを次代に伝えていく人材の育成に応えてい くこと

が極めて重要である。

こうした認識のもと,今 後の工業高校に求められる役割について 「①産業界が工業

高校に求める人材育成のあり方,② 工業高校における大学進学希望者のニーズに応え

る教育の充実,③ 小 ・中学生にとって魅力ある工業高校のあり方」の観点からの検討

を行 った。

(1)産 業界が工業高校に求める人材育成のあり方

両工業高校では全国制では約6割,定 時制では約7割 の生徒たちが企業等へ就職し



ている状況であり,多 くの工業高校生が産業界へ就職 し,そ れぞれの企業において工

業高校で身に付けた力を礎に活躍 している。

このように,両 工業高校では産業界を支える人材を育成 しているという役割を踏ま

え,今 後どのよ
・
うな人材を育成 していくべきなのか,前 回の 『まとめ』で求められた

柱 ・方向性を再確認 しつつ議論を重ねたところである。

その過程においては,以 下の例に示すように様 々な意見 【1】 があった。結果とし

ては,企 業規模や企業の求める人材像が大きく異なるため,具 体的 ・一律的な定義は

困難であり,前 回の 『まとめ』で育成すべきとされた資質 ・能力 【2】 については,

入社後に個々の企業で通用する実践力 ・応用力の礎であることから,今 後 も引き続き

そうした資質 ・能力の育成を目標とすべきであり,一 層の取組の充実を図っていただ

きたい。

【1】本プロジェクトでの主な意見

① 産業界においてもローテクからハイテクまで2極化されており,全 企業に共通する技術はない。

1 工業が好きな人で支えられており,「ものづくり」には幅広く多彩な人材・技術が必要である。

②特定企業,特定分野で通用する「即戦力を持った技術者」を育成することは困難であり,ベーシ

ックな部分をしっかり身につけてもらいたい。ただし,必 要な 「ベーシック」な部分とは何であ

るかを全ての教員が共有していることが大事である。

◎ 社会人として必要なモラル意識や倫理観,基 礎知識や就労意欲,人 の話を聞く力,安 全意識など,

1 企 業や地域社会の中で多 くの人々と仕事を行っていく上で必要となる 「基礎的 ・基本的な能力J

I を 備えている人材育成が重要である。

④ 企業の規模や体制によってエーズは異なっている。工業高校では基礎技術をしっかりと育成して

ほしい。加えて,グ ローバル化に対応できる国際人の育成が今後のカギとなる。

⑥ 中小企業が求める人材は 「中小企業を変えてくれる人」。具体的には,国 際化に対応し,新 たな技

1 術 を生み出せる人材,起 業精神がある人材,会 社を継続させていく人材を求めている。

⑥高校生という多感な時期に最も大切なのは,「豊かな人間性」,「社会人基礎力」ではないかと考え|
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【2】 前回の 「まとめ」で示された育成すべき資質 ・能力の概要

③ 「ものづくり」を通した豊かな人間教育の実践

豊かな人間性と生涯にわたって学習する意欲と態度をもって「ものづくり」に携わり,自 己実現 ・

1 自 己成長を図るとともに,社 会に貢献する若者の育成。

l②「ものづ くり」を通 した勤労観 ・職業観の醸成

1年生の早期の段階からの働くことの意義,職 業人としての意識 ・生き方や,自 分の将来を考え

る態度の育成。

◎ 将来の夢に向かってチャレンジするための将来設計 ・計画実行能力

1  生 徒が将来の夢の実現に向けてチャレンジするために,将 来を設計し,目 標に向けて計画を実行

| す る能力の形成。

④ 自己の生き方を主体的に選択する能力

1 将 来の夢,生 き方について早い段階から自ら考え,高 校 3年 間,そ して卒業後の目標を主体的に

1 設 定できるよう,様 々な機会を通 してキャリア ・アップを図るための取組。

0環 境変化に機敏かつ柔軟に対応できる課題解決能力

将来,直 面する課題や予期せぬ変化に対 し,新 たな知識 ・技術の学び方及びこれらを進んで学ぼ

うとする積極性,他 者理解力 ・協調性 ・コミュニケーション能力等の伸長。

l⑤社会貢献への意識啓発

「ものづくり」を通 して,職 業人として,一 市民として社会に貢献することができるよう,豊 か

な人間性の涵養と意識啓発。

(2)工 業高校における大学進学希望者のニーズに応える教育の充実

①工業高校から大学へ進学する意義

洛陽 ・伏見工業全 国制では4割 程度の生徒たちが進学 しており, うち4年 制大学ヘ

進学する者が3割 程度いるという状況である。

とりわけ,全 国制生徒の卒業後進路の変化は著 しく,就 職については,平 成 6年 度

卒業生の 73.1%か ら平成 21年度卒業生の 59,0%へ と減少が見 られる一
方, 4年 制大

学進学者が平成 6年度卒業生の 6.5%か ら,平成 21年度卒業生の 29.1%と 約 5倍 近 く

増加 している。                    ヽ
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また全国的に工業高校の半数近い生徒が大学進学 している現実,大 学を卒業 しなけ

れば就職できない職種 ・分野もある。さらに,我 が国の 「ものづ くり」を発展させる

ためには,大 学での専門教育を受け,研 究開発等に携わる人材や企業経営に携わる人

材等も求められる。 こうした実情を考慮すれば,工 業高校においても生徒たちが大学

で学びたいという希望があればその希望は尊重すべきであり,工 業高校在学中に大学

進学後の高等教育に耐え得る学力を身に付け,よ り高度な技術 ・技能を有する人材の

育成を視野に入れていくことは重要である。

②大学進学を視野に入れた工業高校 としての取組の充実

ア 進 路展望の拡大

高校入学以前,つ まり中学生の段階から漠然と大学進学を視野に入れている生徒や,

工業高校で興味 ,関心を高め,よ り高度な専門教育を望んで大学進学を希望する生徒が

いる一方,高 校卒業後に就職を希望 し,そ もそも大学進学という選択肢す ら考慮 したこ

とがない生徒がいることも事実である。

こうした中,大 学進学を諦めがちな生徒,大 学進学を考えていない生徒に対 しても,

自らの進路を考える機会として,高 大連携事業を通 した大学の模擬授業,オ ープンキャ

ンパスなど,こ れまで以上に積極的な参加を進めていただくなど,多 様な進路を展望さ

せる指導を展開することが必要である。

イ 自 分で考える楽 しみを得る学習

大学では工業高校出身の学生たちの学びに対する 「志の高さ」が評価されていること

も多 く,ま た意欲的に目的意識をもって学習するので,卒 業研究等でも素晴 らしい力を

発揮するなど,他 の学生をリー ドする人材として活躍 している例もある。

工業高校では,工 業専門科 目等において 「自分で考える楽 しみ」を得る活動が多 く展

開されていることがこうした高い評価を得ることの背景ともなってお り,今 後とも,生

徒たちが興味 ・関心を持ち,面 白いと感 じることについて,し っかりと 「考えさせるこ

と」を重視する教育活動を徹底 していただきたい。

その際には,企 業で実際に使われる先端的技術等に触れる学習,科 学技術 ・産業技術

の第一線で活躍 している技術者 ・研究者を招聘 した授業など,地 域や産業界 ・大学 ・

研究機関等 との連携のもと,こ れまで以上に新鮮な刺激や将来のキャリア意識を育て
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る機会を充実 し,生 徒たちに感動や素晴らしい夢を与える機会を設けるなど,「 外部

の教育力」をさらに活用 していくべきと考える。

同時に,各 種コンテス トや大会等が多 くあり,「達成感」を得る機会にも恵まれてお

り,こ うした工業高校ならではの貴重な体験を通 して,学 ぶための意義をしっかりと

理解させ,目 的意識を向上させながら意欲的に学ぶ人材を育成 していただきたい。

ウ 大 学進学に応 じた普通科教育の充実

もとより・工業高校の教育課程については,大 学入試に不利と感 じられている面があ

ることも事実である。大学進学を希望する生徒たちについては,伏 見工業 「システムエ

学科 ・工学探究コース」(P8参 照)で 記述 した様に,指 定校推薦枠や一般 ・AO推薦制度

の積極的な活用などとともに,普 通科高校はもとより,高 い国公立大学への進学実績を

有する京都堀川音楽高等学校,銅 既美術工芸高等学校の実践に学びながら,大 学での専

門教育に思う存分打込めるための基礎学力をつけていただきたい。

(3)小 ・中学生にとって魅力ある工業高校のあり方

中学生の工業高校に対する意識が大きく変化する中,近 年はとりわけ 「安定 した就職

をするならとりあえず工業高校へ進学すればよい」という意識が中学生 ・保護者に定着

している現状がある。

このように中学生にとって,高 校卒業後の就職 ,進学など進路実績は高校選択時の基

準の一つとなっているが,同 時にクラブ活動に魅力を感 じて高校を決定する中学生もい

るなど,進 路決定に至る理由は多様であり,工 業高校を目指す中学生が必ず しも 「もの

づくりが好き」という理由ではなく,「就職に有利である」,「特定の部活動に参加 したい」

などの理由で工業高校を選択 している生徒がいることも否定できない。

こうしたもと,工 業教育に興味 ・関心が高い生徒,「ものづ くり」に関する高い意識

を有する中学生を確保 していくためには,中 学校の進路指導において,教 員が 「この生

徒にはどのような力があるのか。どの高校, どういう教育内容が合っているのか」とい

う観点から指導できるよう,何 よりも 「工業高校ならではの魅力」,「卒業時に獲得でき

る力」,「求める生徒像」を力強 く発信 していかなければならない。

また,最 終的に工業高校へ進学 した生徒たちについては,当 初,工 業専門教育への興

味関心が低い事実があったとしても,「工業はおもしろい」,「工業高校に入学 してよかっ

た」と実感できるような魅力ある教育活動,学校づ くりを進めていただきたい。今一度,
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生徒たちを惹 きつける 「工業高校ならではの魅力ある教育」が展開できているか,そ の

魅力を外部に向けて発信できているか等について,教 員
一人一人が当事者意識を持 って

点検 ・行動 していただく必要性を感 じるところである。

さらに,「京都こどもモノづ くり事業」のように,工 業高校が有する技術や施設等を

積極的に活用 して工業高校の役割や存在を理解 していただきながら,工 業高校 として,

「ものづ くり」のおもしろさ ・尊さ 。大切さを小 ・中学生など次世代に伝え,ま ち全体

で 「ものづ くり」を大切にしていく取組に参画 してい くことは大変重要であり,例 えば,

小 。中学生が気軽に工業高校を訪問し,高 校生とともに 「ものづ くり」に関する活動が

できる場と時間を提供するなど,今 後も充実を図っていただきたい。
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3 市 立工業高校の更なる発展に向けて

先述のとおり,我 が国の 「ものづ くり」は多様な人材によって支えられているという

認識のもと,生 産現場の第一線で活躍する人材はもとより,大 学や研究機関,企 業での

研究開発を志す人材,企 業経営に携わる人材,も のづ くりや学ぶことの大切さ ・面 白さ

を次世代に伝えていく教員を目指す人材の育成など,市 立高校総体で 「ものづ くり」の

発展に貢献 していかねばならない。

とりわけ,こ れまで京都をはじめ我が国の 「ものづ くり」を支える有為な人材を多数

輩出してきた市立工業高校は,今後も産業社会の動向など,環境の変化に迅速に対応 し,

工業分野の技術や知識を身に付け,社 会の発展に貢献する 「豊かな人間性」を身に付け

た人材を育成 していくことが重要な使命である。

市立工業高校は今次改革を通 して,洛 陽工業は卒業後に生産現場の第一線で活躍でき

る専門的な知識 ・技術を徹底 して育むという理念のもと専門教育の充実を図り,伏 見工

業は専門教育の充実,産 学 ・地域連携の推進,大 学教育への接続を目指す コース,デ ュ

アルシステムなど,工 業高校として新 しい可能性に挑戦 し続けており,両 校とも校長を

先頭とする教職員の尽力に心から敬意を表 したい。

(1)更 なる発展に向けた改革の3視 点

今後 とも,今次改革における両校の取組を定着 ・発展させてい くことが重要であるが,

そのためには,将 来の進路展望が揺れやすい中学生のニーズに柔軟に対応 し,各 分野に

おける専門教育の充実,イ ンターンシップ ・企業実習などのデュアルシステム,産 学 ・

地域連携の促進など,工 業高校ならではの魅力ある教育活動を展開するとともに,就 職

をはじめ大学等への進学など進路保障をしっかりと実現できる工業高校に発展 してい く

ことが求められる。具体的には,次 の3点 を更なる改革の視点に据えていただきたい。

① 「ものづくり」への興味 ・関心

生徒たちに工業専門教育を学ぶ 「目的 ・意義」を理解 させるため,入 学後の早い段階

から生徒たちの 「ものづくり」に対する興味 ・関心を喚起 し,み んなで目標を共有 して

1つ のものをつ くりあげることの素晴らしさを学びながら,必 要 となる基礎的な技術や

知識,経 験を身に付けさせる取組を推進することが必要である。

例えば,「 ものづ くり」,「まちづくり」など専攻コースで培った専門分野の知識や技

術を学科の枠を越えて持ち寄 り,連 携 してロボットを製作する取組など,自 分たちが各

専攻を 「学ぶ目的」,す なわち自分たちが身に付けた専門知識や技術が,実 際どのように
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社会で活用されていくのかを理解させるような取組やシステムづくりをさらに進める。

②両工業高校の連携

両工業高校は就職 ・進学とも柔軟に対応できることが理想であるが,今 回明らかにな

った両校改革の成果について,洛 陽 ・伏見工業がお互い参考にすべき点も多 く,そ れ ら

を両校が尊重 していくことができれば工業専門教育の更なる発展が可能であると考えら

れる。

③教員の資質向上

「教育は人なり」 と言われるように,生 徒たちをひきつけ,信 頼を得る教員 自身の魅

力が不可欠であることは言うまでも無 く,高 い教科指導力,専 門分野の豊富な経験や技

術,最先端の知識や技能を身に付け,かつ豊かな人間性を備えていることが求められる。

教員自身も 「教え」,「考えさせ」,「人として育む」姿勢を根底に据え・企業や大学,自

治体,地 域との連携を通 じて刺激を受けながら,常 に資質や力量の向上に励んでいただ

きたい。

(2)本 プロジェク トの結びに代えて

本プロジェク トにおいては,今 次工業改革の総括 と今後の工業高校の果たす役割につ

いて,半 年以上の論議を進めてきた。

ここに,そ の 「まとめ」を提出できることはもとより,工 業高校の 「今」を直接見聞

することができ,ま た,「未来」について語 り合うことができたことは,委 員一同の共通

した喜びであり,ま た,誇 りでもある。

しかしながら,私 たちの 「まとめ」は一つの通過点にすぎない。前回の 「まとめ」が

5年 後を目途にした 「総括」を要望 していたその趣 旨と同様に,両 校及び京都市教育委

員会におかれては,「全ては生徒の未来のために」という言葉の持つ重みを改めて自覚 し

ていただきたい。そ して,常 に改革の点検 ・評価を行いながら,「現状に留まることは,

後退で しかない。」との気概を持って,立 ち止まることなく,更 なる工業教育改革を進め

ていただきたい。

その際には,今 後の産業 ・経済界をはじめ日本社会の変化 。発展を見据え,多 様で加

速的な状況の推移に柔軟かつ迅速に対応することは,工 業教育を含め高校教育の果たす

べき重要な役割であることを踏まえ,本 プロジェク トの 「まとめ」を受けて,更 に幅広

い論議を展開することを検討 して頂 くことを,本 「まとめ」の結びとしてお願いする。
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○
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る

０
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○

○

洛陽工業の視察

プロジェク ト委員と洛陽工教員との懇談

視察② 22 3 8

○

○

伏見工業の視察

プロジェク ト委員と伏見工教員との懇談

第 4回 22 3 19 ○ 小 ・中学生にとって魅力ある工業高校づ くり

第 5回 つ
乙

０
う 4 27 ○ 「まとめ」素案に関する協議

第 6回 ０
乙

つ
乙 6 15 ○ 「まとめ」案に関する協議



京都市立工業高校のあ り方 に関す る検討プロジェク ト
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・ カ リキュラム略表

・ 産 学連携等の主な取組

・ 企 業等からの求人状況の推移

・ 卒 業後の進路状況

・ 全 日制生徒の卒業後進路の変化(平成 6年 度 ・平成 21年 度卒業生の比較)

(参考)洛 陽工業 ・伏見工業高校の概要

(参考)「京都市立高校における今後の工業教育のあり方に関する検討プロジェク ト」の

『まとめ』の概要(平成 17年 3月 16日 策定)



洛陽工業高校・伏見工業高校 カリキュラム略表

洛陽工業高校 全日制 伏見工業高校 全国制

1

1 1 1 2i 2312913〔

普通教科

専門教科

■7科 目 工業

工字球究コース

1 7 1 1

普通教科

専門教科

コア科日 工業

生 エ |ヨース

1 1

普通教科

1専門教科 1選択科,
|キ通強科
|また1■|

|■中41
ヨア科目 工業

2年 生 工学探究コース

1

普通教科

専門教科

“̈一抑！一中！

吸

悔

コア科目 工業

3年 生 エ ― ス

1 1 1

普通教科

専門教科

!鑑簿i器i
齢

臨

・

コア科目 工業



伏見工業高被 キヤリア実践コース (昼間定時制)

洛陽工業高校・伏見工業高校 カリキュラム略表

伏見工来高校 単位制 夜間定時制

《

必圧棒科目の中で未履体日未棒得となつた科目がある場合、必要に応じて選択する。

4年生

必履体科目の中で未履俸・未棒得となつた科目がある場合、必要に応じて選択する。



洛陽工業高校 ・伏見工業高校の産学連携等の主な取組状況 (平成 19年度～)

1 産 学連携の主な取組

洛陽工業 伏見工業

・エネルギー教育実践校

エネルギー教育実践校として認定を受け,企 業との連携を通 して太陽

光発電及び風力発電を用いたクリーンエネルギー発電の有効活用に取

り組む。

・パー トナーシップ ・プロジェク ト (sPP)」の取組

科学技術振興機構の支援を受け,企 業等との連携のもと

決的な学習活動を実施。

奮据窒霞甲嵐昼窒書晶骨盟雪暑曇録
よる学習

 〕

ゥ

い

，問題解

卵

中

サ

立

的

成

威

Ｆ

独

験

平

平

・
　

体

ｒ

に

・京都府職業能力開発協会との連携

3年 生を対象として特別社会人講師として高度熟練者を招聘 し,溶 接

講習の中で熟練の技術や知識の指導を受ける。

・「京都 21世紀倉J造フォーラム」プレイベン トヘの参加

次世代の教育,人 材育成と向き合い,社 会や大人の課題を考える標記

フォーラムのプレ企画として,幼 児,小 。中学生,そ の保護者を対象に

二足歩行ロボット 「アルミー」の華麗な演技を披露。

・「大学コンツーシアム京都」の実践共同教育プログラム

平成 21年度より 「環境や人々の生活と自然エネルギーの活用」を研究

テーマに立命館大学等と高大連携事業を実施。

牌

ｊ
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技
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・伏見区まちづくり事業 「深草環境再生ネットワーク事業」

産官学連携のもと,平 成 20年度は稲荷山の環境整備として 「深草 トレ

イル」を組織,案 内看板や解説看板,道 標などをデザインし,「 散策マッ

プ」も作成。平成 21年度は 「深草環境再生ネットワーク事業」として,

風力 ・ソーラー発電を用いた 「展望スポットづくり」に取り組んでいる。



洛陽工業高校 ・伏見工業高校の産学連携等の主な取組状況 (平成 19年度～)

2 地 域貢献の主な取組

洛陽工業 伏見工業

・授産施設 「西寺育成苑」との交流

例年,近 隣にある授産施設のまつリヘ参加するなど積極的な交流を

実施。平成 19年度には,施設での作業効率を高める手作 り補助具を製

作 して奇贈。

・唐橋小学校の児童たちとの交流 (風力発電機の見学会の実施)

企業連携のもと, エコ装置の共同研究のために同校屋上に設置した

「風力発電装置」を唐橋小学校児童が見学,環 境意識を啓発。

「
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。「景観まちづくり学習」の実施

地域,建 築士会,京 都市景観 ・まちづくリセンターとの連携,町 屋調査

等のフィール ドワークを行い,ま ちづ くりや景観に対する知識を深め,様 々

な課題を発見して解決する方法を提案する学習を実施。
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洛陽工業高校 ・伏見工業高校の産学連携等の主な取組状況 (平成 19年度～)

3 コ ンテス ト等の主な実績

洛陽工業 伏見工業

・「全国ソーラーラジヨンコンテストin白山」

高校生らがアイデアと機械工作技術を競う 「全国ソーラーラジコン

カーコンテス ト」において,太 陽光だけで走る手作 りのソーラーラジ

ヨンカーで平成 19・20年 度と 2年 連続で全国優勝,平 成 21年 度は

第 3位入賞。

・「ロボカップジュニア・ジャパンオープン・サッカーチャレンジ」

生徒の好奇心や探究心を引き出すことを目的に, ロボット性能やチ

ームワークを競い合うサッカーロボット競技に出場,平 成 19年 度は

第 6位,平 成 20年度は7位 に入賞。

・「全国高等学校ロボット競技大会」

創造力を発揮して新鮮な発想で工夫を凝 らし,仲 間と協力しながら

ロボットを製作することで,高 度な技術 ・技能を習得,「 ものづくり」

への興味 。関心を高めことを目的に開催される大会で,平 成 20年度に

は京都府大会で定時制の生徒が優勝。

・「環境プレゼンテーション」への参加

京都青年会議所主催の 「低炭素社会の実現に向けて」のイベントに

おいて,太 陽光発電及び風力発電の相互運用の取組について,環 境プ

レゼンテーションを実施 した。

・「グローバル・エンタープライズ・チヤレンジ2009」

世界の青少年が科学技術の知識,創 造性などを競い合う国際大会におい

て,平 成 21年度の国内大会で 「農業の企業化」をコンセプ トにした事業モ

デルを提案 して全国優勝,日 本代表として国際大会に出場。

B「高校生ものづくリコンテスト全国大会(測量部門)」

ものづくり学習の成果発表の場として,全 国の高校生が一堂に会 して技

術 ・技能を競い合う大会の測量部門において,平 成 19年度に近畿大会で優

勝,全 国大会 9位 に入賞。

・「地理空間情報フォーラム 2009」「高知工科大学測量コンテスト」

平成 21年 6月 に実施された同フォーラムにおいて,社 会人の技術者や大

学生も参加する中,高 校生として初参加,見 事,初 優勝の快挙。さらに高

知工科大学で実施された測量コンテス トの精密機器使用部門において,平

成 20・21年度と2年 連続で技能賞と敢闘賞を受賞。

・建設技術展「橋梁模型製作コンテスト」

橋梁模型の完成度 ・技術度 ・デザイン性 ・経済性を競い合うコンテストで,

大学生や高校生,高 等専門学校生が参加する中,平 成 19年度には最優秀賞

と人気特別賞を受賞。



洛陽工業高校口伏見工業高校 企業等からの求人状況の推移

‐‐ 洛陽工業 田□ 伏見工業 」卜 計

1,000

H元 年度 H10年 度 15年 度  H16年 度 H17年 度 H18年 度 H19年 度 H201Fl安 H21年 度

H元年度 H10年 度 H15年 度 H16年 度 H17年 度 H18年 度 H19年 度 H201三f蓑 H21年 度

洛陽工業 2′346 5も4 339 408 571 721 849 859 510

伏見工業 2,376 605 320 396 584 673 750 ｒ
も

ミ
Ｊ

フ
ア 501

計 4″722 1,169 659 804 1,155 1,394 1,599 1′609 l′011

(指数) 100 25 14 17 24 30 34 34 2C



洛陽工業高校B伏見工業高校 卒業後の進路状況(全日制)

800%
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30.0%

200%

10.0%

00鶴

卒業年度 4年制大学 短六・専作学校電 進学 計 就職 その他 計

H6 32 も.57 66 3.3% 98 19.87 362 73.179 35 7.1% 495

H7 30 も。37 66 3.9% 96 20,2% 338 71.0% 42 8,8% 476

H8 48 ワ.5% 80 5.97。 28 25.4% 324 64.47。 51 10.1% 503

H9 54 11.2% 32 7,07。 36 28.2% 304 62.ワ% メ
■ 8,ワ% 483

H 0 59 12.27 78 も.17g 37 28.47. 289 59.37c 57 11.87c 483

H 1 6も 14.37 85 8.57。 51 32.8% 244 53.0% 65 14.1% 460

H 2 81 17.37 25。07。 98 42.37 228 48.7% 42 ?.0% 463

H 3 86 17.27 103 20.6% 89 37.77. 236 47.1% 7こ 15,2% 501

H 4 83 22.0% 109 28.8% ワ2 50.87。 54 40.770 32 8,5% 378

H 5 95 24,4% 90 23.17. 85 47.4% 72 44.17. 33 8.5% 390

H も 24.7% 92 23.47 89 48.1% 83 46.6% 21 5.3% 393

H / 95 24.27 84 21.47。 79 45.57 88 4ア.8% 2` 6,6% 393

H 8 10も 25.4% 70 1る.77a 76 42.〕% 217 51.ワ% 26 6,0% 418

H 9 89 24.7% 60 1も.67. 49 41.3/c 198 54.379 14 3,ワ7。 つ
０

H20 83 23.2% 17`17 44 40.3% 201 5も̀ 3% 12 3,4% 357

H21 81 29.170 23 8.37 04 37.4% 1も4 59.0% 10 3.67。 278



洛陽工業高校口伏見工業高校 卒業後の進路状況(定時制)
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エ

事業年度 4年制大学 臣大・専修学校村 進学 計 就職 その他 l l

H6 0 0.0% 3 3.4% 3 3,4% 61 69,37 24 27.3% 88

H7 1 1,0% 5 5.2% 6 6.37。 75 78.17 15 15,6% 96

H8 3 3,3% 4 4.4% 7 7.3% 75 83.3% 8 8.9% 90

H9 5 5.17。 4 4.1% 9 9.2% 72 73.57 17 17.3% 98

H 0 1 1.4% 5 6.8% 6 8.2% 48 65.87 26.0% 73

H 1 3 3.9% 14.3% 4 18.2% 52 67.5妥 14.37。 77

H 2 2 2.670 14.1% 3 16.7% 58 74_47 9.0% 78

H 3 6 5,2% 9 7,8% 5 13.0% 59 51.37 41 35,7% 15

H 4 2 1.も% 1 1 8.5% 3 10.1% Ｚ
０ 53.57 47 36.47。 29

H 5 7 5.2% 13 ?16% 20 14.8% 82 60.77 33 24.4% 35

H 6 6 4.5% 12 9.07。 8 13,4% 72 53.77 44 32,87。 34

H 7 4 2,97。 8 5.8% 2 8,77 82 59.4% 44 31.9% 38

H 8 3 2.7% 9.87。 4 12.5% 62 55.47 36 32.17。 12

H ? 3 2.3% 8.6% 4 10.9% 93 72.ア% 21 16.4% 28

H20 4 4,6% 1 1 12.6% 5 17.27 59 67.8% 13 14.97。 87

H21 3 3.97. 8 10,4% 1 14.3% 54 70.1タ 12 15.6% 77



洛陽工業高校 ・伏見工業高校 全 国制生徒の卒業後進路の変化 (平成 6年 度 口平成21年度の卒業生の比較)
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京都市立高校における今後の工業教育のあり方に関する検討プロジェクト

『まとめ』の概要 (平成 17年 3月 16日策定)

1「ものづくり」を通した豊かな人間教育の実践

O先 行き不透明な今日、市民並びに産業界は、両校が、栄えある伝統を礎に、全国に誇る「ものづくり都市・京

都」の将来を担い、我が国の発展に貢献する有為な若者を育成することを期待。

O両 校が、豊かな人間性と生涯にわたつて学留する意欲と態度をもつて「ものづくり」に携わり、自己実現口自己

成長を図るとともに、社会に貢献する若者の育成を目指して適進することを希求。

2育 成すべき資質B能力

(1)「ものづくり」を通した勤労観口職業観の醸成

O専 門教科の学習に入る前、1年 生の早期の段階から働くことの意義、職業人としての意識・生き方をしつかり

身につけさせ、自分の将来を考えるための計画的・継続的な取組を学校総体で取り組むべき。

(2)将来の夢に向かつてチャレンジするための将来設計・計画実行能力

O洛 陽・伏見工業高校は、明治口大正期以来、市民並びに産業界の支援の下、技術・「ものづくり」の大切さ、革

さ、そして限りない夢と可能性を伝えてきた輝かしい歴史と伝統を誇る。卒業生は、全国に誇る「ものづくり都

市・京都」、更には我が国の発展に寄与する確かな技術と高い使命感を兼ね備えたスペシャリストとして活躍。

O洛 陽工業が全国 2200の 専門高校の中から文部科学省「目指せスペシャリスト」に指定、伏見工業が先端技

術習得や企業,大学、地域と連携した教材開発、部活動で全国に名を轟かせるなど、全国から高く評価。

Oし かし、時代B社会の急速始構造転換、雇用の多様化・流動化が激しい中、今後の工業教育のあり方につい

て専門的な見地から検討を行 ため、平成 16年 12月、大学・産業界等の参画を得て、本プロジェクトを設置。

O劇 降6度の会議を持ち、両校や中学校から意見を聞きながら検討を進め、平成 17年 3月 「まとめ」を策定。

1生 徒の状況

O両 校の入学志願倍率は2倍前後を集め、生徒は一定水準以上の学力を有する。

Oし かし、昔と異なり、生徒の「ものづくり」や社会体験が不足し、学校の教育方針・指導内容と一部乖離。学習

への興味コ関心、意欲を更に伸長させるためには、ミスマッチを改善し、円滑な接合を図ることが必要。

O全 国大会優勝など頭著な活躍を誇る運動部をはじめとして、部活動には 6割 の生徒が熱心に活動し、人間

形成や学校の活性化に貢献。しかし、全定併置による双方の教育活動の制約が課題。

O厳 しい雇用状況の中、全教職員による企業訪問等により、学校斡旋就職内定率は2年連続 100%を 達成。

O就 職が10年前の7割超から4割に減少、大学等への進学は5割近くに達するなど、進路状況は大きく変化。

2教 育内容

O充 実した実験口実習施設のもと、特色ある専門教育を展開。企業等へのインターンシップは、平成 10年 度に

伏見工業、11年度に洛陽工業で開始、15年度からは全生徒を対象に実施するなど、全国に先駆けて実施。

O今 後は、技術革新・産業構造の変化に対応して充実を図るとともに、産業界から求められている勤労観・職

業観、コ革 ニケーション能力等の強化が必要。インターンシップ等の一層の充実、組織的・計画的な取組を。

1生 徒の状況

O勤 労青少年は極めて少数に。目標を持ち、仕事に勉学に励む生徒もいるが、大多数の中学生は本来昼間に

学ぶことを希望。その結果、全国制不合格、不登校、全日制中退等、多様な生徒が入学。

O不 本意入学や昼夜逆転の生活により、中退者が多く、卒業に至る生徒は半数程度。

O生 徒の希望、進路保障に適応できるよう、抜本的に見直すことが必要。

2教 育内容

O入 学目的も学力も多様な生徒に、少人数授業で生活・学習習慣の定着、基礎学力・技術を指導。



O生 徒が将来の夢の実現に向けてチャレンジするために、将来を設計し、目標に向けて計画を実行する能力

の形成を組織的・継続的に指導・支援すべき。

0自 己の生き方を主体的に選択する能力

O将 来の夢、生き方について早い段階から自ら考え、高校3年 間、そして卒業後の目標を主体的に設定できる

よう、様々な機会を通してキャリア・アップを図るための取組を支援していくべき。

(つ環境変化に機敏かつ柔軟に対応できる課題解決能力

O将 来、直面する課題や予期せぬ変化に対し、新たな知識・技術の学び方及びこれらを進んで学ぼうとする積

極性、他者理解カロ協調性・コ主 ニケーション能力等を更に伸長させるための教育システムの開発が必要。

(D社 会貢献への意識啓発

O生 徒が将来 「ものづくり」を通して、職業人として、一市民として社会に貢献することができるよう、豊かな人

間性を涵養するとともに意識啓発に努めるべき。

3産 学・地成とのパートナーシップに基づく人材育成

O学 校と産業界、大学・研究機関、家庭、地域社会、NPO等 との双方向のパートナーシップに基づき、学校と各

団体が持つ教育力を積極的に活用して、重層的に生徒の成長を見守り、支援することが重要。
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(1) 軸

O学 校が一丸となり生徒を重層的に指導・支援せ る仕組みへの見直しや新たな組織編成システムの導入を。

の 学校外の学習活動の一層の推進

Oイ ンターンシップの一層の充実、ボランティア体験活動やデュアルシステムを学校教育活動として位置付け

るなど、学校外の学習活動産よリー層推進すべき。洛陽B伏見の連携をより深め、学校問連携制度も導入を。

(3)学校評価の推進

〇 学校の自律的な改革の促進、産学・地域とのパートナーシップの推進のため、授業評価の導入、数値目標

の設定、評価を改善につなげるプロセスの確立等の改釣 、開かれた学校づくりを一層推進すべき。

(つ教員の資質向上

O教 員相互の授業研究や教育研究大会の開催、産業界B大学等への教員派遣の継続的実施、外部講師招聘

の常時実施、学校・課程・学科間の人事交流等を推進すべき。

2専 門学科

O各 学科別に専門教科の学習を進める現在の細分された学科のあり方について、抜本的に見直すべき。

3定 時制

O昼 間に学びたいという大多数の生徒の希望に応えられるよう、夜間に学ばざるを得ない特段の事情がある

生徒を除いて、学習の場を昼間に移行し、3修 制、2期 制、デュアル・システムの導入等を積極的に検討し、エ

業科ならではの特色を発揮した新しい定時制のかたちを構築すべき。

4早 急に取り組むべき事項

O学 校は早期の実施に向け速やかに検討に着手、教育委員会は早急に方針の提示、所要の整備を行い、学

校の改革に向けた取組を促進・支援すべき。

5今 後継続して検討を要する事項

O両 校は、熱意あふれる教職員の昼夜を分かたぬ指導が結実し、全国屈指の実力。両校が「ものづくり」を通

した豊かな人間教育を実践し、連携を深め切磋琢磨することで、京都の高校教育の一層の充実が期待。

O両 校並びに教育委員会は、厳しい社会状況と市民並びに産業界の熱い期待を受け止め、現状に甘んじるこ

となく、先を見据えた新しい時代の工業教育を創り、全国に発信する気概をもって、今後遭進することを要請。

O改 革の推進状況及び教育効果について常に点検・評価を行い、今後5年を目途に今次改革の総揺を行 とと

もに、更なる発展に向けて、次期の工業高校のあり方について方向を示すことを要望。


